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内容（15分） 2

１ 現在の火山学の水準に関する補足

２ 銭亀カルデラの活動可能性

３ 他の事業者の評価



１現在の火山学の水準に関する補足
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１ 現在の火山学の水準に関する補足 4

前提としての自然科学自体が持つ不定性‐「三重苦」

いかに精緻そうに“見える”議論を組み立てようと、
本質的な不定性の大きさから逃れることはできない。
＝砂上の楼閣

＝地震科学の三重苦
（纐纈一起）

地下で起こる現象
＝仮説や推測に
拠らざるを得ない

実験ができない
＝過去のデータに
頼らざるを得ない

発生頻度が高くなく、
正確な記録は
近時に限られる

本質的に複雑系＝理論的に完全な
予測をすることが原理的に不可能

この部分だけに目を向けて「精度よく求められる」な
どというのは不適切であり、ミスリード。それは、いわ
ば「科学的安全神話」である。

根底にある不確実性を、どれだけ保守的に評価して
いるかが重要



１ 現在の火山学の水準に関する補足 5

「気まぐれな火山の女神を、現在の科学で操れるわけがない」

甲D151・7’28”

▶ 日本神話の基本は火山神話と
いわれるほどの火山大国。専門家
も、「気まぐれな火山の女神を操
れるわけがない」と述べる。→それ
が真の社会通念。



１ 現在の火山学の水準に関する補足 6

非常用ディーゼル発電機は焼付・固着により機能喪失する可能性がある

甲D151・33’07”

▶ 火山灰粒子の融点は約1000℃であ
るところ、エンジンは1400～2000℃と
いわれ、火山灰が焼付・固着を起こす可
能性がある。



１ 現在の火山学の水準に関する補足 7

「ここ数百年の日本は静かすぎ、本来の姿ではない。覚悟すべき」

▶ 日本は、インドネシアやチリと
同じく世界有数の火山大国。こ
こ数百年の静けさは本来の姿
ではない。それを忘れた社会通
念は、傲慢にすぎない。

甲D151・37’10”



１ 現在の火山学の水準に関する補足 8

「日本の火山噴火予知の現状は、定量的評価ができる段階にない」

▶ 定性的予測ができる程度であ
り、火山の地下の状態を的確に
把握することも、噴火の物理化
学モデルを構築することもできる
段階にない。

甲D151・40’17”



１ 現在の火山学の水準に関する補足 9

「前の噴火とは違った現象となる。まだ噴火の女神の振舞いに翻弄されている」

▶ 次の噴火が、これまでと同じ
機序を辿るとは限らないのが噴
火という現象。だからこそ、精度
の高い予測が困難とされている。

甲D151・43’07”



２銭亀カルデラの活動可能性
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２ 銭亀カルデラの活動可能性 11

▶ 神戸大学名誉教授の巽好幸氏は、マグマ学の専門家であり、その著
書『火山大国日本』において、火山噴火のメカニズムや噴火予知の現
状、大規模噴火や巨大噴火に備えなければならないことなどが一般向
けに分かりやすく記載されている。

甲D155・表紙



２ 銭亀カルデラの活動可能性 12

甲D155・p37～38

甲D155・p33 図1-2

▶ 噴火の危険性を考えるには、活火山かどうかというこ
とではなく、寿命が尽きているか否かを基準とする方が
科学的。寿命が尽きておらず、噴火の可能性がある
火山＝待機火山が日本には約300ある。



２ 銭亀カルデラの活動可能性 13

甲D155・p10

▶ 噴火の可能性がある火山＝待機火山に、銭亀カルデラは含まれてい
る。

▶ このように、相応の合理的理由を示して活動の危険性を指摘する専
門家が存在する以上、安易に「活動可能性がない」などと評価すること
は許されない。



２ 銭亀カルデラの活動可能性 14

甲D155・192～193

甲D155・p184～185 表5-1

▶ 銭亀は大間原発から26㎞の距離にあり、過去のカ
ルデラ噴火と同規模の噴火（VEI6）が発生すれば
100㎝を超える火山灰が到達する可能性があるし、
VEI4～5でも相当大量の火山灰が到達する可能性
がある。発生確率は、決して無視できない。



２ 銭亀カルデラの活動可能性 15

甲D155・p213～214

▶ 噴火予測を精度よく行うためには、地下のマ
グマ溜まりの形状や大きさを正確に可視化し
て、その変化をモニタリングすることが不可欠。
しかし、現時点で、マグマ溜まりの位置、形、
大きさを正確に捉えた例はない。
今の日本の火山学の水準では、地震や地
殻変動（＝症状）を調べて推測することしか
できない（中田教授のいう「段階1」ないし
「段階2」）。

▶ 原発を稼働したいのであれば、不確実性が
大きいことを率直に認め、不確実性を踏まえて
保守的な評価を行うことが必須。不確実性を
認めず、正確な評価が可能であるかのように
いうのは欺瞞にほかならない。



３他の事業者の評価との比較
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３ 他の事業者の評価との比較 17

▶ 中国電力は、島根原発
に関し、たとえ単成火山
であっても、最大活動休
止期間が不明な火山に
ついては、活動可能性が
否定できないものとして、
「原子力発電所に影響を
及ぼし得る火山」に抽出
している。

▶ 他の原発でなされてい
る評価を、電源開発だけ
は行わなくてよいという理
屈は、原発に求められる
最高度の安全に照らして
成り立たない。

甲D156・20頁



▶ 電源開発は、ガイドに記載のない不合理な評価
（最大休止期間を最初の活動から最後の活動ま
での年数で代用する方法））によって、銭亀カルデ
ラの活動可能性を否定している。

３ 他の事業者の評価との比較 18

甲D74、75

H29.2.21～22 被告会社従業員・伝法谷宣洋証人尋問（甲D74、75）


